
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
顔認証決済システム導入による地域公共交通の活性化

【実施主体】山万株式会社
【共創パートナー】ユーカリが丘商店連合会（連合会）

地域内の公共交通の決済手段を現在の切符・磁気券から新た
に顔認証によるキャッシュレス決済へと変更させることにより、
公共交通機関の利便性を向上させる。
また当該交通機関が運行されているユーカリが丘ニュータウ

ン内に立地する商業店舗へ、当該交通機関を利用して各店舗に
来店した際に、各店舗に設置する専用端末により顔認証するこ
とで、来店ポイントを付与し、一定のポイントを貯めた利用者
には参加店舗で使える商品券を渡すスタンプラリーを実施する。

各店舗において来店だけでなく、決済システムとしても顔認
証システムの導入を検討している。様々な主体の参加により決
済システムの利用料を各事業者で分担して負担し、それぞれの
利用料を低減することで、持続可能なシステムとしていく。

ユーカリが丘ニュータウン内の公共交通である山万ユーカリ
が丘線及び山万コミュニティバスにおいては、住民の高齢化と
リモートワークの進展等に伴い乗降客数が減少している。

顔認証決済システム導入による地域公共交通の活性化（千葉県佐倉市）
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